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わが
を
語
る

市
交
通
の
要
衝
の
新
た
な
局
面

　

敦
賀
市
は
、
重
点
港
湾
で
あ
る
敦
賀

港
を
有
し
、
後
背
地
に
阪
神
・
中
京
の

二
大
都
市
圏
を
控
え
、
こ
れ
ら
の
地
域

と
北
陸
だ
け
で
な
く
、
対
岸
諸
国
を
つ

な
ぐ
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
が
平
成
34

年
度
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
本

市
の
交
通
結
節
機
能
の
さ
ら
な
る
向
上

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
交
通
網
の
発
達
は
、
観
光
圏
域
な

ど
の
拡
大
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
通
過

点
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
っ
た
表

裏
一
体
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

「
宝
」の
磨
き
上
げ
と
掘
り
起
こ
し

　

単
な
る
通
過
点
と
し
な
い
た
め
に

は
、
敦
賀
に
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

持
ち
の
掘
り
起
こ
し
、
す
な
わ
ち
敦
賀

の
魅
力
を
創つ
く

り
、
磨
き
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
敦
賀
の

魅
力
を「
宝
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
の
魅
力
に
は
、
既
に
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
も
の
と
、
埋
も
れ
て
い
て

生
か
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
２
種
類
が

あ
り
、
重
要
で
あ
る
の
は
後
者
の
埋
も

れ
て
い
る
魅
力
を
い
か
に
掘
り
起
こ

し
、
磨
き
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

敦
賀
に
し
か
な
い「
宝
」

　

新
幹
線
は
高
速
旅
客
鉄
道
で
あ
る
た

め
、
観
光
が
重
要
な
要
素
と
な
り
、
い

か
に
敦
賀
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
新
幹
線
開

業
に
よ
る
敦
賀
の
発
展
の
成
否
を
握
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
の「
宝
」は
、
ほ
か
の
都
市
に
は

な
い
敦
賀
な
ら
で
は
の「O

nly O
ne

」

の
地
域
資
源
で
あ
り
、
敦
賀
に
来
な
け

れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
物
語
や

体
験
こ
そ
が
、
市
外
・
県
外
か
ら
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
観
光
客
の
胸
を
打
ち
、
感

銘
を
与
え
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
難
民
ら
を 

迎
え
入
れ
た
人
道
の
港

　

こ
の
敦
賀
の「O

nly O
ne

」と
な
り

得
る
要
素
は
、
２
つ
あ
る
と
考
え
ま

す
。
１
つ
は
、
本
市
の
立
地
特
性
で
あ

る
交
通
の
要
衝
、
特
に
近
代
以
降
の
本

市
の
発
展
を
支
え
た「
港
と
鉄
道
」
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
鉄
道
は
敦
賀

が
日
本
海
側
で
初
め
て
敷
設
さ
れ
た
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
陸
新
幹
線
と

い
っ
た
鉄
道
網
の
整
備
と
併
せ
て
、
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
要
素
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
２
つ
目
は
、「
人
道
の
港
」の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
敦
賀
港
は
第
二
次
世

界
大
戦
時
に
お
い
て
、
杉
原
千
畝
氏
の

発
行
し
た「
命
の
ビ
ザ
」
を
手
に
ナ
チ

ス
の
迫
害
を
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を

は
じ
め
と
し
た
方
々
が
第
一
歩
を
印
し

た
唯
一
の
港
で
あ
り
、
そ
の
ユ
ダ
ヤ
人

難
民
ら
を
温
か
く
迎
え
た「
人
道
の
港
」

と
い
っ
た
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
敦
賀
に
し
か
な
い

「O
nly O

ne

」
の
２
つ
の
要
素
を
生
か

し
、「
港
と
鉄
道
が
つ
な
ぐ
人
道
の
港 

敦
賀
」を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
行
的
な
取
り
組
み

　

こ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
は

既
に
先
行
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
第
１
弾
が
本
年
７
月
４
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
博
物

館
で
す
。
市
立
博
物
館
は
、
鉄
道
の
敷

設
に
よ
る
発
展
史
を
含
め
、
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
歴
史
や
物
語
を
一
挙
に
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
建
物
自
体
も
昭
和
２
年
に

建
設
さ
れ
、
当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
彷ほ
う
ふ
つ彿

さ
せ
る
歴
史
的
建
造
物
で
あ
り
、
観
光

客
の
方
々
に
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
上

で
、
貴
重
な
施
設
で
す
。

敦
賀
の
宝「
人
道
の
港
」

敦つ

る

が賀
市（
福
井
県
）�

 

敦
賀
市
長
　
渕ふ

ち
か
み上

隆た
か
の
ぶ信
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次
に
、
第
２
弾
の
先
行
的
な
取
り
組

み
が
、
本
年
10
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
す
。
本
市
の

金
ヶ
崎
地
区
に
は
、
港
ま
ち
敦
賀
を
象

徴
す
る
建
造
物
で
あ
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

が
２
棟
あ
り
ま
す
。
こ
の
１
棟
を
飲
食

店
３
軒
が
入
居
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
館
と

し
て
、
も
う
１
棟
を
本
市
が
国
際
港
と

し
て
最
も
反
映
し
た
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
を
舞
台
と
す
る
約
１
８
０
㎡
の

鉄
道
と
港
ジ
オ
ラ
マ
展
示
場
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

　

先
に
ご
紹
介
し
た
市
立
博
物
館
と
併

せ
て
、
往
時
の
敦
賀
の
歴
史
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
杉
原
千
畝
氏
の

人
道
の
港
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ジ
オ
ラ
マ

を
通
じ
て
、
視
覚
的
に
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
３
弾
と
し
て
、
金
ヶ
崎

地
区
に
は
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
ほ
か
に
、

杉
原
千
畝
氏
の
偉
業
と
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

ら
を
受
け
入
れ
た
敦
賀
市
民
の
国
際
性

や
市
民
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る「
人

道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」と
い
う
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
16
日
、「
命
の
ビ
ザ
」で
敦

賀
に
上
陸
し
た
難
民
の
写
真
を
収
め
た

ア
ル
バ
ム
が
、
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
難

民
の
渡
航
を
支
え
た
日
本
人
男
性
が
所

有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
敦

賀
と
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
つ
な
ぐ
貴
重
な

資
料
と
し
て「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ

ム
」で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

人
道
の
港
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、本
市
が

全
国
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、世
界
へ
も
誇
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」に
は
、現

在
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
、杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
一
人
と
し

て
敦
賀
に
上
陸
し
た
レ
オ
・
メ
ラ
メ
ド
氏

も
訪
れ
て
お
り
、
敦
賀
港
は
ま
さ
に
世

界
的
な
認
知
を
得
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
強
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の「
人
道
の
港
」

を
中
心
に
、
市
立
博
物
館
や
敦
賀
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
を
含
め
、「
港
と
鉄
道
が
つ

な
ぐ
人
道
の
港 

敦
賀
」と
い
っ
た
敦
賀

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
を
、
千
載

一
遇
の
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
で
き
る
よ

う
、
こ
の
よ
う
な「O

nly O
ne

」
の
敦

賀
の「
宝
」を
磨
き
上
げ
、
多
く
の
方
々

に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ユダヤ人難民に関する貴重な資料も展示する「人道の港 敦賀ムゼウム」

港まち敦賀を象徴する「敦賀赤レンガ倉庫」

◆ 

面
積　
　

２
５
１
・
34
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
７
２
９
８
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
８
２
８
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
世
界
を
つ
な
ぐ
港
ま
ち　

み
ん
な
で
拓
く
交
流
拠
点
都
市　

敦
賀

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
天
然
の
良
港
を
擁
し
、
古

く
か
ら
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
敦
賀
ふ
ぐ
、
越
前
ガ
ニ
、
手
す

き
お
ぼ
ろ
昆
布
、
東
浦
み
か
ん

〔
観
光
〕
気
比
神
宮
、
気
比
の
松
原
、
水
島
、

人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
、
敦
賀
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
、
金
崎
宮
、
市
立
博
物
館
、
博
物
館

通
り

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
敦
賀
ま
つ
り
、
と
う
ろ
う
流

し
と
大
花
火
大
会
、
花
換
ま
つ
り
、
敦
賀
マ

ラ
ソ
ン

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

敦賀市長

渕上隆信

福井市

敦賀市
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わが
を
語
る

市
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点 

「
キ
ン
グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
」

　

川
崎
市
の
人
口
は
、
国
や
多
く
の
自

治
体
が
人
口
減
少
に
転
ず
る
中
で
本
年

４
月
に
京
都
市
を
超
え
、
政
令
指
定
都

市
中
７
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

多
摩
川
に
沿
っ
た
細
長
い
地
形
で
、
東

京
都
と
横
浜
市
に
挟
ま
れ
る
形
で
位
置

し
て
い
る
本
市
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
な
ど
利
便
性
の
高
い
生
活
都
市
と

し
て
の
一
面
に
加
え
、
成
長
産
業
の
集

積
、
文
化
・
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
活
力
あ
る
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
こ
と

で
、
多
く
の
方
々
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
全
体
で
は
、
老
年
人
口
が

年
少
人
口
の
２
倍
を
超
え
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
が
さ
ら
に
鮮
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
も
当
面
人
口
増
加
が
続

く
も
の
の
、
平
成
32
年
に
は
65
歳
以
上

の
人
口
比
率
が
21
％
を
超
え
る
超
高
齢

社
会
を
迎
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
対
し

て
、
将
来
を
見
据
え
、
危
機
感
を
持
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い

て
も
、
本
市
が
住
み
や
す
く
、
働
き
や

す
い
、
活
力
あ
る
都
市
と
し
て
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
な

が
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
元

気
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
や
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
投
資
、
本
市
の
成
長
を
支
え
る

産
業
の
振
興
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

特
に
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

京
浜
工
業
地
帯
の
中
心
で
あ
る
市
域
南

端
の
臨
海
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
健
康
・

医
療
・
福
祉
・
環
境
と
い
っ
た
今
後
の
成

長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン（
先
端
研
究
開
発
）拠
点「
キ
ン

グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト（
川
崎
市
殿
町
地

区
の
呼
称
）」を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
課
題
解
決
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
持
続
的
な
経
済

成
長
を
牽
引
し
て
い
き
ま
す
。

川
崎
の
南
端
は
世
界
の
最
先
端

　

近
代
以
降
、
日
本
経
済
を
支
え
続
け

た
京
浜
工
業
地
帯
は
、
そ
の
時
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
新
た
な
技
術
を
世
に
送

り
出
し
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
現

在
ま
で
発
展
し
て
き
た
エ
リ
ア
で
す
。

　

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
石
油
化
学

工
場
な
ど
の
生
産
拠
点
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
円
高
、
拠
点
集
約
の
必

要
性
な
ど
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の

低て
い
れ
ん廉

な
海
外
や
地
方
都
市
へ
移
転
し
て

い
く
傾
向
と
な
り
、
川
崎
臨
海
部
は
空

洞
化
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
市
内
立
地
企
業
は
い

ち
早
く
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
と
ら
え
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
直
し
て
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
シ
フ
ト
し
始

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
22
年
10
月
の
羽

田
空
港
再
国
際
化
決
定
を
背
景
と
し

て
、
本
市
は
平
成
20
年
か
ら
、
羽
田
空

日
本
の
活
力
を
牽
引
し
　 
世
界
と
未
来
を
変
え
る
ま
ち 

川
崎

川か
わ
さ
き崎
市（
神
奈
川
県
）�

 

川
崎
市
長
　
福ふ

く

だ田
紀の

り
ひ
こ彦

キングスカイフロント（手前）と羽田空港（奥）
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港
の
多
摩
川
対
岸
に
位
置
す
る
臨
海
部

殿
町
地
区
の
工
場
跡
地
に
つ
い
て
、

ま
っ
た
く
新
し
い
研
究
開
発
産
業
拠
点

と
し
て
の
活
用
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
現
在
の
キ

ン
グ 
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
で
す
。

　

世
界
中
の
研
究
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
、
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
直
線
距
離
で
約
６
０
０
ｍ
の
キ
ン
グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
に
集
ま
り
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
、
難
治
が
ん
、
脊
髄
損
傷

の
治
療
法
や
、
最
先
端
医
療
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
医
療
機
器
が
新
た
に
生
み
出
さ

れ
る
こ
と
で
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

市
域
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
の
経
済
成

長
を
牽
引
し
、
次
の
時
代
を
川
崎
臨
海

部
が
切
り
拓ひ
ら

い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
が
先
導
す
る 

成
長
戦
略

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
遊
休
地
の
土

地
活
用
の
方
向
性
を
決
定
し
、
キ
ン
グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
研
究
機
関
の
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
世
界
的
な
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン

ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト

医
療
機
器
な
ど
の
研
究
開
発
を
行
う

CY
BERD

Y
N

E

（
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
）

と
い
っ
た
民
間
企
業
や
、
国
立
医
薬
品

食
品
衛
生
研
究
所
、
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
協
会
、
実
験
動
物
中
央
研
究
所
な
ど

の
公
的
な
研
究
機
関
が
続
々
と
進
出
を

決
め
、
国
際
戦
略
拠
点
と
し
て
の
姿
が

で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
市
が
拠
点
形
成
を
進
め
て
い
く
中

で
、
政
府
か
ら
わ
が
国
の
成
長
戦
略
を

担
う
エ
リ
ア
と
し
て
、
平
成
23
年
12
月

に
国
際
戦
略
総
合
特
区
、
平
成
26
年
５

月
に
は
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
５
月
、
国
家
戦
略
特
区

の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
東
京
圏
の
ビ

ジ
ネ
ス
機
能
を
支
え
る
成
長
戦
略
拠
点

を
形
成
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
羽
田

空
港
と
キ
ン
グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
を

結
ぶ
羽
田
連
絡
道
路
の
整
備
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
平
成
32
年
を
目

指
し
、
成
長
戦
略
拠
点
の
形
成
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
こ
の
橋
が
完
成
す

る
と
、
羽
田
空
港
か
ら
キ
ン
グ 

ス
カ

イ
フ
ロ
ン
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的

に
向
上
し
、
国
内
・
海
外
か
ら
研
究
者

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
日
帰
り
で
共
同
研

究
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
来
る
こ
と
が
容

易
に
な
り
、
さ
ら
な
る
拠
点
価
値
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

キ
ン
グ 

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
に
お
け

る
拠
点
形
成
を
力
強
く
進
め
、
医
薬

品
・
医
療
機
器
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
成
長
産
業
の

推
進
を
さ
ら
に
加
速
し
、
こ
れ
か
ら
も

地
方
自
治
体
が
先
導
す
る
成
長
戦
略
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。

キングスカイフロントの位置

◆ 

面
積　
　

１
４
４
・
35
㎢

◆ 

人
口　
　

１
４
５
万
７
３
６
４
人

◆ 

世
帯
数　

70
万
３
５
７
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
成
長
と
成
熟
の
調
和
に
よ

る
持
続
可
能
な
最
幸
の
ま
ち　

か
わ
さ
き

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
多
摩
川
な
ど
の
豊
か
な
自

然
や
先
端
技
術
・
研
究
開
発
拠
点
な
ど
を
も

つ
多
彩
な
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
久
寿
餅
、
禅
寺
丸
柿
ワ
イ
ン
、

多
摩
川
梨
、
の
ら
ぼ
う
菜
、
か
わ
さ
き
餃
子

み
そ

〔
観
光
〕
川
崎
大
師
平
間
寺
、
川
崎
市
藤
子
・

Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
川
崎
市
岡
本

太
郎
美
術
館
、
川
崎
工
場
夜
景

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
か
わ
さ
き
阿
波
お
ど
り
、
カ

ワ
サ
キ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
川
崎
大
師
風
鈴
市
、

川
崎
・
し
ん
ゆ
り
芸
術
祭

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

川崎市長

福田紀彦

横浜市

川崎市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

裾
野
市
は
静
岡
県
東
部
に
位
置
し
、

周
辺
に
は
富
士
山
、
箱
根
、
伊
豆
半
島

と
い
う
日
本
有
数
の
観
光
地
が
あ
り
ま

す
。
人
口
は
５
万
３
０
０
０
人
余
、
合

計
特
殊
出
生
率
は
１
・
82
人（
県
内
1

位
）、
生
産
年
齢
人
口
割
合
は
64
・
６
％

（
県
内
３
位
）で
す
。
自
動
車
や
光
学
機

器
な
ど
の
大
手
企
業
が
立
地
す
る
一
方
、

標
高
は
78
・
５
ｍ
か
ら
２
１
６
９
ｍ
と

変
化
に
富
み
、
日
本
一
早
く
オ
ー
プ
ン

す
る
ス
キ
ー
場
や
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
な

ど
の
観
光
施
設
も
あ
り
ま
す
。
首
都
圏

か
ら
近
く
、
東
名
高
速
道
路
な
ど
交
通

の
便
も
良
く
、
豊
か
な
自
然
と
産
業
が

調
和
し
た
ま
ち
で
す
。

深ふ
か
ら良

用
水

　

深
良
用
水
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
の

こ
ろ
ま
で
用
水
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た

市
域
に
、
芦
ノ
湖
の
湖
水
を
箱
根
外
輪

山
の
湖
尻
峠
の
下
を
水
路
ト
ン
ネ
ル
で

導
水
す
る
た
め
、寛
文
10
年（
１
６
７
０

年
）
に
造
成
さ
れ
た
農
業
用
水
路
で
、

現
在
も
約
５
３
０
ha
の
農
地
を
潤
す
重

要
な
農
業
基
盤
と
し
て
地
域
の
農
業
を

支
え
る
と
と
も
に
、
発
電
、
防
災
な
ど

の
役
割
を
担
い
、
生
活
の
安
定
と
地
域

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
黄き

せ瀬
川
を
中
心
に
富
士

山
麓
、
箱
根
山
麓
、
愛
鷹
山
麓
を
そ
れ

ぞ
れ
水
源
と
す
る
河
川
が
あ
り
ま
す

が
、
市
域
の
多
く
は
富
士
山
の
溶
岩
を

地
盤
と
し
、
特
に
富
士
山
麓
の
雪
や
雨

な
ど
の
水
資
源
の
多
く
は
地
下
に
浸
透

し
伏
流
水
と
な
っ
て
お
り
、
深
良
用
水

完
成
前
は
畑
作
が
中
心
で
し
た
。

　

隧ず
い
ど
う道
工
事
は
、
当
時
の
高
度
な
測
量

技
術
を
用
い
３
年
半
の
歳
月
を
要
し
完

成
し
ま
し
た
。
深
良
側
と
芦
ノ
湖
側
の

両
側
か
ら
、ノ
ミ
を
使
っ
た
手
掘
り
で
掘

削
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
合
流
地
点
の

高
低
差
は
1
ｍ
程
度
、
隧
道
の
上
部
に

は
換
気
の
た
め
の
息
抜
き
穴
が
掘
ら
れ

る
な
ど
、
先
駆
的
な
技
術
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
全
長
１
２
８
０・
３
ｍ
、
平
均

勾
配
１
３
０
分
の
１
、
標
高
差
９・８
ｍ

で
疎
水
隧
道
と
し
て
は
理
想
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、隧
道
工
事
後
も
畑

成
田（
畑
か
ら
田
に
変
わ
っ
た
も
の
）と

新
田
の
開
発
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に

水
路
を
掘
り
黄
瀬
川
に
合
流
さ
せ
、
市

域
が
適
度
な
傾
斜
地
で
あ
る
こ
と
を
利

用
し
、
各
所
に
堰せ
き

を
つ
く
り
多
く
の
水

路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
深
良
用
水
は
静
岡
県
芦
湖
水

利
組
合
が
管
理
し
、
今
も
続
く
水
配
人

制
度
に
よ
り
取
水
や
各
圃ほ
じ
ょ
う場

へ
の
分
配

調
整
な
ど
を
行
い
、
定
期
的
に
隧
道
や

施
設
の
点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
長

年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
平
成
17
年
度「
疎
水
百
選
」
に
選
ば

れ
、
平
成
26
年
に
は
国
際
か
ん
が
い
排

水
委
員
会
に
よ
る「
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
深
良

用
水
は
先
人
の
英
知
と
技
術
に
よ
る
歴

史
的
大
事
業
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
、

こ
の
財
産
を
市
内
外
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
守
り
継
承
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
か
ら
人
口
減
少
の

局
面
へ

　

本
市
は
、
昭
和
35
年
に「
裾
野
町
工

場
設
置
奨
励
条
例
」を
制
定
し
、
以
後
、

大
手
企
業
の
研
究
所
・
工
場
の
誘
致
に

「 
富
士
山
の
裾
野
、
田
園
未
来
都
市
　 
す
そ
の
」の
挑
戦 裾す

そ

の野
市（
静
岡
県
）�

 

裾
野
市
長
　
髙た

か
む
ら村

謙け

ん

じ二

世界かんがい施設遺産　深良用水
3
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よ
り
産
業
の
集
積
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
36
年
の
矢
崎
部
品
の
進
出
に
始
ま

り
、
三
菱
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
東
富
士
研
究
所
、
関
東
自
動
車
工

業（
現
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
）、
ヤ
ク

ル
ト
本
社
工
場
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
矢
崎
総

業
本
社
機
能
、
ト
ヨ
タ
東
日
本
東
富
士

総
合
セ
ン
タ
ー
の
進
出
に
加
え
、
こ
れ

ら
関
連
企
業
の
ほ
か
、
独
自
の
技
術
を

持
っ
た
企
業
も
多
く
立
地
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
先
人
の
弛た
ゆ

ま
ぬ
挑
戦
と

努
力
に
よ
り
、
本
市
の
人
口
は
増
加
し

第
２
次
産
業
就
業
人
口
比
率
は
約
４
割

に
達
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
に
国
か
ら「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」が
示

さ
れ
た
通
り
、
わ
が
国
は
東
京
一
極
集

中
に
対
し
地
方
の
創
生
と
人
口
減
少
の

克
服
と
い
う
構
造
的
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
人
口
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
本
市
に
お
い
て
も
、

自
然
増
の
傾
向
は
継
続
し
て
い
る
も
の

の
近
年
は
社
会
減
の
傾
向
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
、
人
口
減
少
局
面
に
入
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人

口
は
既
に
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
一
方
、
老

年
人
口
は
増
加
を
続
け
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
人
口
減
少
の
問
題
は
、
本
市
の
将
来

の
地
域
づ
く
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

裾
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・ 

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

本
市
は
、
富
士
山
の
裾
野
の
豊
富
な

水
と
緑
あ
ふ
れ
る
東
京
１
０
０
㎞
圏
内

の
田
舎
で
あ
る
と
と
も
に
、「
世
界
遺
産　

富
士
山
」「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産　

深
良
用
水
」を
は
じ
め
と
す
る
地
域
文

化
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
圏
で
活
躍
す

る
企
業
を
含
め
産
業
集
積
の
進
ん
だ
ま

ち
で
す
。
働
く
世
代
が
多
く
、
高
齢
者

も
元
気
な
本
市
は
、
地
方
創
生
の
担
い

手
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

未
来
を
志
向
し
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
本
年
10
月
、「
裾
野
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
裾
野
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

し
ま
し
た
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
る

２
０
６
０
年
の
人
口
５
万
２
０
０
０
人

の
確
保
と
高
齢
化
率
28
％
台
の
維
持
に

向
け
た
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
％
、

希
望
モ
デ
ル
世
帯
の
年
間
20
世
帯
の
定

住
促
進
は
、
安
易
に
達
成
で
き
る
目
標

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
婚
・
子
育
て
の

希
望
を
実
現
す
る
少
子
化
対
策
、
社
会

減
の
流
れ
に
歯
止
め
を
掛
け
る
定
住
の

促
進
、
社
会
増
の
流
れ
を
つ
く
る
持
続

可
能
な
地
域
経
済
の
構
築
を
目
指
し
、

総
合
戦
略
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
富
士
山
の
裾
野
の
地
で
、
東
京

に
負
け
な
い
よ
う
、
地
方
創
生
の
風
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
地
域
に
あ
る

も
の
を
探
し
、
磨
き
を
掛
け
、
裾
野
市

発
の
元
気
を
創つ
く

り
出
し
て
い
く
、
そ
の

た
め
に
は
企
業
を
含
め
た
市
民
の
皆
さ

ん
と「
オ
ー
ル
裾
野
市
」
と
し
て
挑
戦

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「世界遺産　富士山」の〝すその″

◆ 

面
積　
　

１
３
８
・
12
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
３
１
６
６
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
４
７
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
の
元
気
と
調
和
で

つ
く
る
暮
ら
し
満
足
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕「
世
界
遺
産　

富
士
山
」
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
文
化
、
豊
か
な
自
然
と

産
業
が
調
和
し
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
そ
ば
、
た
だ
に
し
き
（
紅
茶
）、

い
ち
ご
、
タ
ケ
ノ
コ
、
大
和
芋
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

〔
観
光
〕
ス
ノ
ー
タ
ウ
ン
イ
エ
テ
ィ
、
ぐ
り

ん
ぱ
、
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
、
須
山
浅
間

神
社
、
パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
す
そ
の
夏
ま
つ
り
、
す
そ
の

阿
波
お
ど
り
大
会
、
富
士
山
国
際
雪
合
戦
大

会
、
富
士
裾
野
高
原
マ
ラ
ソ
ン
、
富
士
山
す

そ
の
パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド
菜
の
花
＆
桜
ま
つ

り
・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

裾野市長

髙村謙二

静岡市

裾野市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に 

─
新
居
浜
市
と
別
子
銅
山
─

　

新
居
浜
市
は
、
愛
媛
県
の
東
部
に
位

置
し
、北
は
瀬
戸
内
海
、南
は
四
国
山
地

の
赤
石
山
系
が
あ
り
、
風
光
明め
い
び媚

な
人

口
約
12
万
３
０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。

　

元
禄
４
年（
１
６
９
１
年
）、
住
友
家

に
よ
る
別
子
銅
山
開
坑
後
、
２
８
３
年

間
に
及
ぶ
鉱
山
稼
行
か
ら
産
業
が
次
々

と
派
生
し
、
現
在
も
市
内
に
は
、
鉱
業
、

化
学
、
重
機
械
工
業
、
林
業
、
電
力
業

な
ど
住
友
グ
ル
ー
プ
企
業
が
脈
々
と
事

業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
友

企
業
と
の
関
係
か
ら
技
術
力
の
あ
る
中

小
鉄
工
業
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

別
子
銅
山
の
産
業
遺
産
を
生
か

し
た
産
業
観
光
事
業
の
展
開 

─
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
─

　

日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
、
別
子
銅
山

の
鉱
業
か
ら
本
市
は
工
業
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
48
年
の

別
子
銅
山
休
山
後
、
工
業
偏
重
の
産
業

構
造
転
換
、
新
し
い
産
業
起
こ
し
と

い
っ
た
視
点
に
立
ち
、
瀬
戸
内
の
中
核

都
市
と
し
て
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
本
市
固
有
の
文
化
、
歴

史
的
財
産
で
あ
る「
別
子
銅
山
産
業
遺

産
」と
名
勝「
別
子
ラ
イ
ン
」や
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
な
ど
多
種
多
様
な
高
山
植
物
に
恵

ま
れ
た「
赤
石
山
系
」
と
い
っ
た
市
内

南
部
地
域
の
山
岳
資
源
を
生
か
し
た
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
行
う
と

い
う「
新
居
浜
市
南
部
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
開
発
基
本
計
画
」を
昭
和

62
年
に
策
定
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
別
子
銅
山
最
後
の
採
鉱
本
部

跡
地
で
、
近
代
化
産
業
遺
産
の
集
積
地

の
一
つ
で
あ
る
端は

で

ば
出
場
ゾ
ー
ン
を
、本
市

と
第
３
セ
ク
タ
ー
事
業
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
鉱
山
観
光
地
と
し
て
再
生
す

る
と
い
う
考
え
の
下
、事
業
着
手
し
、観

光
開
発
を
進
め
た
結
果
、
平
成
３
年
５

月
に
鉱
山
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
マ
イ
ン
ト

ピ
ア
別
子
」（
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
と
は
、
マ

イ
ン
＝
鉱
山
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
＝
理
想
郷

の
合
成
語
で
す
）が
完
成
し
、同
年
６
月

に
は
、
鉱
山
鉄
道
、
観
光
坑
道
、
温
泉
施

設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
を
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た（
温
泉
施
設
部
分

は
、
現
在
改
修
中
で
、
平
成
28
年
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
）。

　

そ
の
後
、
第
２
期
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別

子
開
発
事
業
と
し
て
、
端
出
場
以
前
に

採
鉱
本
部
が
置
か
れ
、
最
盛
期
に
は
約

５
０
０
０
人
の
鉱
山
従
事
者
と
そ
の
家

族
が
住
ん
で
い
た
標
高
約
７
５
０
ｍ
の

山
中
に
あ
る
東と
う
な
る平
ゾ
ー
ン
を
観
光
開
発

し
、
平
成
６
年
６
月
に
東
平
歴
史
資
料

館
、
マ
イ
ン
工
房
、
花
木
園
な
ど
の
施

設
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
東
平

ゾ
ー
ン
は
、
山
中
に
突
然
現
れ
る
重
厚

な
産
業
遺
産
の
石
積
や
生
活
文
化
の
遺

構
か
ら“
東
洋
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
”
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
に
は
世

界
遺
産
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
が
あ
る
ペ

ル
ー
共
和
国
の
在
日
大
使
に
も
現
地
を

視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
以
外
の

市
内
の
主
な
産
業
観
光
・ 

教
育
施
設
と
観
光
客
対
策

①
別
子
銅
山
記
念
館（
昭
和
50
年
開
館
）

　

別
子
銅
山
の
意
義
を
長
く
後
世
に
伝

近
代
化
産
業
遺
産
を
生
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り 新に

い

は

ま

居
浜
市（
愛
媛
県
）�

 

新
居
浜
市
長
　
石い

し
か
わ川

勝か
つ
ゆ
き行

市を代表する近代化産業遺産「貯鉱庫跡・索道停車場跡」
4
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え
る
た
め
に
、
住
友
グ
ル
ー
プ
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
企
業
資
料
館
で
す
。
別
子

銅
山
関
係
の
資
料
を
数
多
く
保
管
し
て

お
り
、そ
の
一
部
が
館
内
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。館
外
に
は
、日
本
初
の
山
岳
鉱

山
専
用
鉄
道
と
し
て
走
っ
た
蒸
気
機
関

車
な
ど
の
実
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
広
瀬
歴
史
記
念
館（
平
成
9
年
開
館
）

　

幕
末
か
ら
明
治
期
前
半
に
か
け
て
別

子
銅
山
支
配
人
や
住
友
家
初
代
総
理
事

を
務
め
た
広
瀬
宰
平
と
そ
の
子
孫
の
旧

邸
宅（
重
要
文
化
財
）
と
庭
園
、
そ
し

て
、
別
子
銅
山
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い

る
展
示
館
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
と
観
光
カ
イ
ド

活
動（
平
成
11
年
〜
）

　
「
新
居
浜
観
光
ガ
イ
ド
の
会
」
が
市

民
有
志
で
組
織
さ
れ
、
マ
イ
ン
ト
ピ
ア

別
子
を
中
心
に
ガ
イ
ド
活
動
を
精
力
的

に
行
っ
て
お
り
、
観
光
客
か
ら
ご
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

④�

東
洋
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
・
東
平
　
定

期
観
光
バ
ス
の
運
行（
平
成
25
年
〜
）

　

株
式
会
社
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
は
、

旅
行
業
へ
も
進
出
し
、
さ
ら
に
端
出
場

ゾ
ー
ン
と
東
平
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
有
料
観

光
バ
ス
運
行
を
行
う
た
め
、
自
ら
緑
ナ

ン
バ
ー
を
取
得
し
、
観
光
客
に
周
遊
し

て
い
た
だ
く
旅
行
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
・

販
売
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

⑤�

着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売（
平

成
25
年
〜
）

　

端
出
場
ゾ
ー
ン
と
東
平
ゾ
ー
ン
を
結

ぶ
観
光
バ
ス
に
観
光
ガ
イ
ド
が
同
乗
し

現
地
を
案
内
、
そ
し
て
、
端
出
場
ゾ
ー

ン
の
鉱
山
観
光
を
セ
ッ
ト
に
し
た
旅
行

商
品「
別
子
銅
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」

を
造
成
し
、
全
国
の
主
要
な
旅
行
会
社

の
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
わ
り
に 

─
今
後
の
産
業
観

光
振
興
の
方
向
性
と
展
望
─

　

別
子
銅
山
の
貴
重
な
近
代
化
産
業
遺

産
を
生
か
し
た
観
光
地
で
、
年
間
約

50
万
人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う「
マ
イ

ン
ト
ピ
ア
別
子
」（
端
出
場
ゾ
ー
ン
・
東

平
ゾ
ー
ン
）を
核
と
し
た
産
業
観
光
の

振
興
に
、
本
市
は
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
東
部
地
域
は
、
本
市

の
鉱
業
、
化
学
工
業
、
重
機
械
工
業
、

四
国
中
央
市
の
製
紙
業
、
西
条
市
の
機

械
製
造
業
、
飲
料
品
製
造
業
、
今
治
市

の
造
船
業
、
タ
オ
ル
製
造
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
産
業
が
集
積
し
て
い

る
全
国
的
に
も
珍
し
い
地
域
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
地
域
に
あ
る
産
業
観

光
施
設
、
企
業
施
設
と
の
連
携
を
強
化

し
、
官
民
協
力
し
な
が
ら
産
業
観
光
を

振
興
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
方

創
生
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、本
年
度
の「
第

９
回
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」に

お
い
て
本
市
の
近
代
化
産
業
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
活
性
化
の
取
り
組
み
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
経
済
産
業
大
臣
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励
み
と
し
、
産

業
観
光
都
市
と
し
て
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東平ゾーンでガイドを行う「天空の語り部」

◆ 

面
積　
　

２
３
４
・
46
㎢

◆ 

人
口　
　

12
万
２
５
５
９
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
７
２
２
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
〜
あ
か
が
ね
の
ま
ち
、
笑

顔
輝
く
〜
産
業
・
環
境
共
生
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
元
禄
４
年
開
坑
の
歴
史
を

持
つ
別
子
銅
山
の
鉱
山
業
か
ら
派
生
し
た
、

化
学
、
重
機
械
工
業
、
電
力
な
ど
の
企
業
拠

点
と
な
っ
た
工
業
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
４
月
１
日
、
旧

別
子
山
村
と
合
併

〔
特
産
品
〕
白
い
も
、ふ
ぐ
ざ
く
、え
び
て
ん
、

栗
タ
ル
ト

〔
観
光
〕
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
、
あ
か
が
ね

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
別
子
銅
山
記
念
館
、
広
瀬

歴
史
記
念
館
、
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
新
居
浜
太
鼓
祭
り
、
笑
顔
甲

子
園
、
新
居
の
い
も
だ
き

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新居浜市長

石川勝行

松山市

新居浜市


